（報告様式1）
２０　年　月　日
国立研究開発法人科学技術振興機構　殿契約書締結者の記名をお願いします。


（事業プロモーター所属機関）提出の際、青字は削除してください。

住　 所
機関名
機関代表者役職・氏名　　　　　　　　　　　　　
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大学発新産業創出プログラム・実施報告書

研究成果展開事業　大学発新産業創出プログラムの○○年度実施状況を、
委託研究契約書の規定により、下記のとおり報告します。

記2019年度以降採択の場合、事業プロモーターユニット番号がないため、事業プロモーターユニット番号を削除し、順次、項番を繰り上げてください。

１．事業プロモーターユニット番号：
２．事業プロモーターユニット機関名：
３．参画者：
	機　　関
	氏　名
	所属機関・役職

	代表事業プロモーター
	
	

	事業プロモーター
	
	

	アシスタント
	
	

	その他参画者
	
	

	・・・・
	
	


　　　※当該報告期間において、全体計画書・参加者リストに記載の方については漏れなく記載してください。
４．実施状況（別紙の通り）

（別紙）
実施報告書
 
1． 事業プロモーター活動状況
（１）今年度の実施状況の概要
「実施計画書」の実施項目毎に、①達成度（設定した目標に対する達成度）、②達成状況（今年度の実施状況）、③進捗上の問題点と今後の対策、を以下の実施状況表に記載ください。尚、記載内容は２００字程度として、実施状況の詳細内容は（２）に記載ください。

	実施項目
（※1）
	目標（値）
（※2）
	達成度
（※3）
	達成状況
	進捗上の問題点と今後の対策

	①△△分野の技術シーズ探索・調査
	5件程度の新規技術シーズデューデリジェンスを行い、4件の採択を目指す。 
	80%
	大学の産学連携関係機関とのネットワーク拡大につとめ、新たなシーズのデューデリジェンスを４件実施、2件した。上に努めた。その結果、3件採択となった。
	残る問題点は、◇◇と□□である。□□は、◆◆先生の協力を得て、次年度上期中に解決が出来る見込み。◇◇は、▽▽の技術調査が必要なので、次年度内には解決出来るように今後最注力予定。

	②大学産学連携部門等とのネットワーキング
	
	
	
	

	③
	
	
	
	

	④
	
	
	
	


※1：実施計画書で設定した実施項目の内、最も詳細な段階の項目単位で記載下さい。
※2：上記※１の詳細な項目に対応した「成果目標」の骨子を、出来るだけ数値にて記載下さい。
※3：目標に対する達成度を％で記載下さい。

　（２）今年度の実施状況の詳細
　※　達成度、達成状況の記載の根拠となる具体的なデータについて、（１）の取りまとめ表の実施項目の項番ごとに記載してください。

実施項目：①　△△分野の技術シーズ探索・調査　　
実施期間：２０○○年○月～２０○○年○月　　※本項目の実施期間を記載してくさい。
実施内容：
・実施内容について、ベンチャー設立に向けた活動であることを具体的に記載するとともに、結果については、数値を含めたわかり易い記載をお願いします。
・委託研究費の使途との整合性が確認できるよう、活動実績を網羅的に記載してください。
実施項目：②　大学産学連携部門等とのネットワーキング　
実施期間：２０○○年○月～２０○○年○月　　
実施内容：


・
・
・


2． 報告期間における知的財産権の出願状況

本報告期間において出願した知的財産権があれば、出願日、知的財産の種類・番号、発明等の名称、発明者、出願人を記載してください。無い場合は、「知的財産権の出願は無し」と記載してください。
(例)
2020年○月○日,　特願2020-●●●●●,「○○○を有する○○組成物」,科学　太郎,△△大学,▲▲株式会社

※委託研究契約に従い、知的財産権の出願の際は知財様式1による届出が必要です。


3． 報告する期間における事業プロモーター活動成果の発表状況
（展示会出展、シンポジウム等での発表）

本報告期間において行った事業プロモーター活動成果の公表について、公表日、発表機関名称（学会・会議名、雑誌名、展示会名等）、発表題目、発表者を記載してください。

※ベンチャー設立実績等の成果公表の際は、事前に公表内容のご連絡をお願いします。


４．　その他
採択時のヒアリング審査、これまでの年度末評価、成果および投資検討会、事業プロモーター中間評価等において明記された条件等を転記し、その条件等に対する、全事業プロモーター活動期間中の対応アクション、結果を記載してください。



.
